
 

 
 

 

 

  

11 月の星空情報の第 5 弾は 11 月 15 日～30 日の水星が西方最大離 

角を迎える天文現象です。 

 水星は太陽系の最も内側を公転している惑星です。このたる水星はみか 

かけの位置が太陽から大きく離れることなく、見つけやすくなる時期は太

陽からのみかけの位置が離れる「最大離角」前後に限られています。 

 11 月 21 日に水星(－0.5 等級)は西方最大離角を迎えます。15 日から 

29 日の間日の出 30 分前の水星の高度が 10 土を超え、見つけやすくな 

ります。水より少し高い位置には金星(-4.8 等級)があります。30 日に- 

4.9 等級の最大光度となる金星は水星を探す時の目安となります。双眼鏡 

を使うと見やすくなりますが、太陽を双眼鏡で見ないように十分注意して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

水星が西方最大離角 クレジット 2026 国立天文台(NAO) 

令和８年 11 月 うぶやま天文台星空情報 5 

うぶやま天文台コラム

天空が広がる一覧三山の台(久住山系、祖母山系、阿蘇山系の山々を一 
望できる)であるうぶやまの高原には晩秋の気配が訪れ、冬の足音が聞こえ
ています。 

  

 
 

 


